
実施内容 課題 実施内容 課題

男女共同参画の視点に立った社会制度・慣行の見直しと意識の改革

意識啓発の推進

6月の男女共同参画週間、11月の
「女性に対する暴力をなくす運動」期
間に合わせた啓発記事や「若年層の
性暴力・JKビジネス防止」「LGBTに
関すること」「ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ問題」等を掲載
し、性別にとらわれないことについ
て、意識の改革につながるよう努め
ました。

広報紙掲載回数：2回
ルミナスだより：8回

固定的性別役割分担意識の解消
や、男女共同参画の理解促進を図る
啓発を継続してきます。

6月の「男女共同参画週間」、11月の
「女性に対する暴力をなくす運動」期
間に合わせた啓発記事や「若年層の
性暴力被害防止・JKビジネス問題」
「LGBTに関すること」、ルミナスで実
施した「男女共同参画セミナー」の報
告等を掲載し、意識の改革につなが
るよう努めました。

広報紙掲載回数：7回
ルミナスだより：7回

固定的性別役割分担意識の解消
や、男女共同参画の理解促進を図る
啓発を継続してきます。

人権政策課
（ルミナス）

全戸配布する人権啓発冊子におい
て、太宰府市部落差別の解消の推
進に関する条例や太宰府市内の小
中学校で起きた差別事象に関する記
事を掲載しました。
12月の人権週間に併せて、市内全
戸配布29,100部作成。

今後とも男女共同参画の視点を入れ
た啓発冊子の作成・発行に取り組ん
でいきます。

全戸配布する人権啓発冊子におい
て、太宰府市部落差別の解消の推
進に関する条例や発達障がいのあ
る方への支援や理解に関する記事
を掲載しました。
市内全戸配布29,200部作成し、12月
に配布しました。

今後とも男女共同参画の視点を入れ
た啓発冊子の作成・発行に取り組ん
でいきます。

社会教育課

1
広報紙やホーム
ページ等による
啓発の推進

広報紙やホームページに男
女共同参画に関する内容を
掲載し、意識変化につなが
る啓発を進めます。

市広報紙
ルミナスだより
市・ルミナスのホームページ
各種啓発用チラシ等への
掲載回数

施策の方向1

施策1

第2次太宰府市男女共同参画後期プラン　令和4年度進捗状況報告

目標1 男女共同参画社会の実現に向けての意識づくり

番号 事業名 事業内容
事業実施にあたっての

方針と指標
担当課

(参考）令和3年度実績 令和4年度実績
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実施内容 課題 実施内容 課題
番号 事業名 事業内容

事業実施にあたっての
方針と指標

担当課
(参考）令和3年度実績 令和4年度実績

2
男女共同参画市
民フォーラムの
実施

男女共同参画への市民の
理解を広めます。

参加者数や内容を参加者
アンケートで評価します。

新型コロナウイルスの影響から、初
の動画配信方式で実施し、啓発に努
めました。

テーマ：ママ目線！誰でも今すぐでき
る防災術～もしもに備えるいつも～
講師　：柳原　志保（歌うママ防災士）
動画配信期間：令和３年10月15日
（金）～令和３年11月15日（月）

新型コロナウィルス感染の状況をみ
ながら、開催方法や啓発方法を再検
討していく必要があります。

テーマ：ＬＧＢＴを理解する～日本社
会の中でマイノリティであること～
日時：令和4年12月3日 14:00～15:45
会場：プラム・カルコア太宰府（中央
公民館 市民ホール）
講師：東　小雪さん（公認心理師
/LGBTアクティビスト/元タカラジェン
ヌ)

来場者数が伸び悩んでおり、新たな
啓発方法を検討する必要がありま
す。

人権政策課

3
男女共同参画推
進シンボルマー
クの活用

シンボルマークを活用し、
男女共同参画の啓発を行
います。

広報紙や啓発冊子、横断
幕等の活用回数

企業や市民への取り組み
への活用回数

シンボルマークを積極的に活用しま
した。

広報紙：2回
パネル展示：1回
ホームページ：1回

今後も、積極的に活用していきます。

シンボルマークを積極的に活用しま
した。

広報紙：1回
パネル展示：1回
ホームページ：1回

今後も、積極的に活用していきます。 人権政策課

4

男女共同参画週
間（6月23日～29
日）における啓発
の推進

男女共同参画週間の意義
を周知し、男女共同参画推
進条例等の啓発を推進しま
す。

セミナーの開催
ポスターの掲示
パネル展の実施
街頭啓発等の実施回数

男女共同参画週間に合わせ、パネ
ル展示を実施しました。
街頭啓発は新型コロナウイルス感染
拡大防止のため中止になりました。

引き続き、週間に併せて男女共同参
画の理解促進を図っていきます。

男女共同参画週間に合わせ、オンラ
インパネル展を実施しました。
街頭啓発は新型コロナウイルス感染
拡大防止のため中止になりました。

引き続き、週間に併せて男女共同参
画の理解促進を図っていきます。

人権政策課

5
男女共同参画に
関する作品募集

男女共同参画に関する作
品を募集することにより市
民意識の高揚を図ります。

男女共同参画に関する作
品募集実施回数と応募数

（令和元年度に公募済） （令和元年度に公募済） 人権政策課
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実施内容 課題 実施内容 課題
番号 事業名 事業内容

事業実施にあたっての
方針と指標

担当課
(参考）令和3年度実績 令和4年度実績

情報の提供

6
男女共同参画関
連情報の提供

男女共同参画に関する取
組、法令等を分かりやすく
解説するとともに市内外の
情報を積極的に紹介しま
す。

情報の提供回数
広報紙：4回
市ホームページ：20回
チラシ配架：随時

近隣市や福岡県の取組も含めて、男
女共同参画に関する情報を引き続き
市民に周知していきます。

広報紙：5回
市ホームページ：39回
チラシ配架：随時

令和4年度はルミナス主催事業を市
ホームページにおいても周知したた
め情報提供回数が増大しました。近
隣市や福岡県の取組も含めて、男女
共同参画に関する情報を引き続き市
民に周知していきます。

人権政策課

社会的性別（ジェンダー）関連の資料
を広く収集・整備し、提供しました。ま
た、関連図書の特集を実施し、ワー
ク・ライフ・バランスや男女共同参
画、ジェンダーなどに関する本を幅
広く展示、貸出して、男女共同参画
について市民の理解を深めていただ
けるよう努めました。特集は、関連図
書リストを図書館ホームページ上で
公開しています（1年間）。

（令和3年度）
関連図書蔵書数　1,175冊
関連特集実施回数　6回

今後も関連事業等に合わせて特集
を組むことができるよう、市民図書館
（指定管理者）に情報提供します。

社会的性別（ジェンダー）関連の資料
を広く収集・整備し、提供しました。ま
た、関連図書の特集を実施し、ワー
ク・ライフ・バランスや男女共同参
画、ジェンダー、人権問題などに関す
る本を幅広く展示、貸出して、男女共
同参画について市民の理解を深め
ていただけるよう努めました。特集に
ついては、関連図書リストを図書館
ホームページ上で公開しています（1
年間）。

（令和4年度）
関連図書蔵書数　1,119冊
関連特集実施回数　6回

今後も関連事業等に合わせて特集
を組むことができるよう、市民図書館
（指定管理者）に情報提供します。

文化学習課
（市民図書館）

男女共同参画推進センタールミナス
にて、6月の「男女共同参画週間」並
びに11月の「女性に対する暴力をな
くす運動期間」や1月は「LGBT」3月
のルミナス感謝Weeksに合わせて
「ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ」特集を行いました。

蔵書数：114冊
特集回数：4回 さらにわかりやすい分類で配架し、

来館者の目に留まるように工夫しま
す。

男女共同参画コーナーを常設。月別
で男女共同参画に関する掲示をし、
それに合わせた図書の特集を行い
ました。
5月 LGBT～性的指向と性自認～
6月 男女共同参画って何だろう
7月 ワーク・ライフ・バランス
8月 アンコンシャスバイアス
9月 就職支援～男女が共に活躍する
社会づくり～
10月 男性にとっての男女共同参画
11月 女性に対する暴力をなくす運動
12月 児童虐待
1月 仕事と子育て等両立応援
2月 女性活躍推進
3月 ジェンダー平等

るみなすライブラリー蔵書数：130冊
特集回数：11回

さらにわかりやすい分類で配架し、
来館者の目に留まるように工夫しま
す。

人権政策課
（ルミナス）

施策2

7
男女共同参画関
連図書の提供

男女共同参画週間や関連
する事業と連携し、男女共
同参画関連の図書や資料
を広く収集・整備・提供する
ことにより意識の向上を図
ります。

蔵書数
特集実施回数
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実施内容 課題 実施内容 課題
番号 事業名 事業内容

事業実施にあたっての
方針と指標

担当課
(参考）令和3年度実績 令和4年度実績

8
まちづくり市民意
識調査の実施

男女共同参画の推進に係
る設問を設定し、分析、公
表を行います。

毎年度、ホームページで公
表します。

調査結果から男女比を意識した分析
を行った後、ホームページにて公表
しました。

質問項目及び分析が男女共同参画
の視点を意識した表現になるよう実
施していきます。

調査結果から男女比を意識した分析
を行った後、ホームページにて公表
しました。

質問項目及び分析が男女共同参画
の視点を意識した表現になるよう実
施していきます。

経営企画課

9
男女共同参画関
連事業の紹介

男女共同参画社会の実現
に向けた各種事業につい
て、紹介します。

ホームページ掲載回数
スポーツ＆カルチャー掲載
回数
チラシ・ポスター配架回数

ルミナス全体の環境整備をし、利用
者の目に留まるよう、わかりやすい
掲示等を行いました。

市ホームページ：5回
ルミナスホームページ：12回
スポーツ＆カルチャー：12回

ルミナス開催事業だけでなく、近隣
市や福岡県の事業についても、引き
続き市民に周知していきます。ルミナ
スホームページを積極的に活用して
いきます。

ルミナス全体の環境整備をし、利用
者の目に留まるよう、わかりやすい
掲示等を行いました。

市ホームページ：12回
ルミナスホームページ：12回
スポーツ＆カルチャー：12回
ポスター・チラシ配架回数（ルミナス
だより、まほろば号ポスター、市内外
関連施設）：各12回

ルミナス開催事業だけでなく、近隣
市や福岡県の事業についても、引き
続き市民に周知していきます。ルミナ
スホームページを積極的に活用して
いきます。

人権政策課
（ルミナス）

1
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実施内容 課題 実施内容 課題
番号 事業名 事業内容

事業実施にあたっての
方針と指標

担当課
(参考）令和3年度実績 令和4年度実績

行政広報・出版物の表現に関する配慮

10

社会的性別（ジェ
ンダー）にとらわ
れない表現の使
用

社会的性別（ジェンダー）に
とらわれない表現や固定的
な性別役割分担に基づく表
現にならないよう徹底しま
す。

各部署で作成する物並びに
会議、窓口対応、外部から
掲示依頼を受けたもの等に
ついても、この視点で確認
していきます。

「男女共同参画の表現ガイドライン」
に基づき、社会的性別（ジェンダー）
にとらわれない表現の使用に努めま
した。

既成物であっても、表現の視点で確
認を継続する必要があります。

「男女共同参画の表現ガイドライン」
に基づき、社会的性別（ジェンダー）
にとらわれない表現の使用に努めま
した。

既成物であっても、表現の視点で確
認を継続する必要があります。

全課

「男女共同参画の表現ガイドライン
（平成24年2月発行）」をデータ化し
て、ネットフォルダに掲載し、職員が
いつでも確認できるようにしていま
す。また、新規採用職員研修におい
て、ガイドラインを用いて基本的事項
の確認をしました。

社会情勢の変化などを踏まえ、ガイ
ドラインの改訂を検討していきます。

「男女共同参画の表現ガイドライン
（平成24年2月発行）」をデータ化し
て、ネットフォルダに掲載し、職員が
いつでも確認できるようにしていま
す。また、新規採用職員研修におい
て、ガイドラインを用いて基本的事項
の確認をしました。

社会情勢の変化などを踏まえ、ガイ
ドラインの改訂を検討していきます。

人権政策課

広報紙・ホームページの作成におい
ては、社会的性別（ジェンダー）にと
らわれない表現の使用に努めまし
た。

広報紙の発行：12回
広報委員会の開催：12回
ホームページの作成・承認作業：随
時

委員変更等に伴うことから、広報委
員会でのガイドラインの周知徹底を
行う必要があります。

広報紙・ホームページの作成におい
ては、社会的性別（ジェンダー）にと
らわれない表現の使用に努めまし
た。

広報紙の発行：12回
広報委員会の開催：12回
ホームページの作成・承認作業：随
時

委員変更等に伴うことから、広報委
員会でのガイドラインの周知徹底を
行う必要があります。

経営企画課

広報紙、市民周知用パネルの内容
について、ジェンダーにとらわれない
表現に努めました。国際交流協会が
発行する市民向け機関誌である「フ
レンズベルNEWS」や「キャンパスネッ
ト情報誌」に使われる内容がジェン
ダーにとらわれない表現となってい
るのかを確認しました。

広報紙発行回数　  12回
パネル作成回数   3回
機関誌「フレンズベルニュース」確認
回数 12回
キャンパスネット情報誌確認回数２
回

広報紙、市民周知用パネルの内容
について、ジェンダーにとらわれない
表現に努めました。国際交流協会が
発行する市民向け機関誌である「フ
レンズベルNEWS」や「キャンパスネッ
ト情報誌」に使われる内容がジェン
ダーにとらわれない表現となってい
るのかを確認しました。

広報紙発行回数　  12回
パネル作成回数   4回
機関誌「フレンズベルニュース」確認
回数 12回
キャンパスネット情報誌確認回数２
回
図書館コーナー作成回数　1回

広報紙・ホームページ・出版物の作
成など男女共同参画の視点に立っ
た表現、イラストになっているかなど
を今後も確認していきます。

国際・交流課

議会だよりの原稿作成から初校・再
校の過程において、議会広報特別委
員会委員及び議会事務局職員が異
なる視点で内容・表現について確認
を行っています。
議会だよりの発行：4回
議会広報特別委員会の開催：12回
ホームページの作成・承認作業：随
時

引き続き、各自が自己研鑽に努める
とともに、議会広報特別委員会で「男
女共同参画の表現ガイドライン」の
周知徹底を行います。

議会だよりの原稿作成から初校・再
校の過程において、議会広報特別委
員会委員及び議会事務局職員が異
なる視点で内容・表現について確認
を行っています。
議会だよりの発行：4回
議会広報特別委員会の開催：12回
ホームページの作成・承認作業：随
時

引き続き、各自が自己研鑽に努める
とともに、議会広報特別委員会で「男
女共同参画の表現ガイドライン」の
周知徹底を行います。

議事課

11
男女共同参画の
表現ガイドライン
の周知と改訂

広報紙・ホームページ・出
版物の作成にあたっては、
男女共同参画の視点に
立った表現となっているか
確認します。改訂にあたっ
ては、メディア・リテラシーの
視点も含めて見直しを行い

ます。

○人権政策課
職員への周知
ガイドラインの改訂

○経営企画課
市広報紙作成時

○議事課
議会だより作成時

施策3

1
1



実施内容 課題 実施内容 課題
番号 事業名 事業内容

事業実施にあたっての
方針と指標

担当課
(参考）令和3年度実績 令和4年度実績

男女共同参画の視点に立って、広報
紙やスポーツイベントチラシ等の作
成を行いました。

庁内外で開催される研修会に積極
的に参加し、既成物であっても、表現
の視点で確認を継続する必要があり
ます。

スポーツ課

関係課

男女共同参画の視点に立った社会慣行の見直し

12
制度・習慣・慣行
の見直し

ライフスタイルの多様化を
踏まえ、男女の活動の選択
に影響がある制度や習慣、
慣行については、見直しを
検討するよう働きかけま
す。

広報・研修などの啓発方
法、回数

6月の男女共同参画週間のパネル
展は、固定的性別役割分担意識の
見直しにつながるような内容としまし
た。

啓発回数：1回

〇ルミナス
制度・習慣・慣行見直しのきっかけと
なるテーマのセミナーを実施しまし
た。
みんなで『ジェンダー』を考える 
開催日：令和4年3月6日（日）
講師：本多　玲子(NPO法人博多ｳｨﾒ
ﾝｽﾞｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ)　参加者数：21人

〇人権政策課
固定的性別役割分業の見直しにつ
ながる内容で、6月の男女共同参画
週間に合わせて市ホームページ上で
オンラインパネル展を開催しました。

啓発回数：1回

〇ルミナス
6月の男女共同参画週間のiパネル
展は、『男だから』『女だから』といっ
た性別役割意識にとらわれず、個性
と多様性を尊重し、自身の可能性を
信じて誰もが生きがいを感じられる
社会を実現していくきっかけにつな
がるような内容としました。

啓発回数：1回

人権政策課
ルミナス

施策4

1
2



実施内容 課題 実施内容 課題
番号 事業名 事業内容

事業実施にあたっての
方針と指標

担当課
(参考）令和3年度実績 令和4年度実績

男女共同参画の理解を促進する教育・学習の拡充

学校等における男女共同参画の推進

昨年に引き続き、男の子だから、女
の子だからという決めつけた価値観
を育てないために、保育の配慮を
行っています。子ども一人ひとりの個
性を大切に理解し、その子に応じた
適切な言葉かけを行い、男女を区別
した環境とならないようすすめてきま
した。保育の中で家族の取り組みと
して、家庭の中の役割りを子どもたち
や保護者と一緒に考えていきまし
た。

前年度からの課題はまだ継続してい
る状況ではありますが、個人個人の
考え方や育ってきた環境からの感じ
方があり引き続き、自己学習を積み
重ね、気づいた職員がお互いに声掛
けあい、職員同士で意識を高めてい
けるような職員集団を目指していき
たいと思います。

決めつけた価値観を育てないため
に、保育の配慮を行いながら子ども
一人ひとりの個性を大切にしていき
ました。また、毎年行っている保育の
中で家族の取り組みとして、家庭の
中の役割りを子どもたちや保護者と
一緒に考えていくとともに、男女を決
め付けた考えにならないような配慮
を心掛けていきました。

まずは職員一人ひとりの意識を高め
ていくことが大切なので、研修や自
己意識を高めるための自己学習を
進めていきたいと思います。そして、
意識を持って子ども達や保護者に接
していける職員集団を目指していき
ます。

ごじょう保育所

小学校から中学校まで、「道徳」の学
習にカリキュラムとして位置づけ、系
統的な指導を実施しています。また、
児童生徒の実態を踏まえながら、機
会を捉えて日常的に考える機会を設
けることができました。

若年教員が増えていることも踏ま
え、男女共同参画社会を推進する視
点で児童生徒の実態にアンテナを
張っておき、即時対応するためにも、
指導方法の継承が必要です。

小学校から中学校まで、「道徳」の時
間の学習にカリキュラムとして位置
づけ、系統的な指導を実施していま
す。また、人権教育においても資料
「あおぞら」等を活用し、男女平等に
ついて考えさせる機会を設けまし
た。、

個の多様性を認める学習の機会は
増えているが、男女共同参画社会の
確立まで発展できていない場合も多
い。研修資料等を通して、指導者の
目的意識を高めることが必要です。

学校教育課

14
進路指導・キャリ
ア教育の充実

固定的性別役割分担意識
にとらわれずに目的意識を
もち、主体的に進路を考え
る力を育成するための進路
指導・キャリア教育を行いま
す。

新型コロナウイルス感染症の影響で地
域に出ての活動は制限されましたが、そ
の中でも地域の方による学校支援が継
続しており、児童生徒と地域の方との交
流の継続に努めています。

多様な職業の方との日常的なふれ
あいの中で、自己の進路を考えるこ
とができる活動の継続が必要です。

コロナ禍の中で従来行っていた職場体
験活動や職業調べについて、各学校で
状況に応じ方法をオンライン等の工夫し
た取組ができ、児童生徒の将来に向け
た勤労観や職業観等を高めることがで
きた。

今後、コロナ禍の様々な制約が解除
となる中、児童生徒の勤労観や職業
観を高めるだけでなく、進路を拓く資
質・能力を高めていく取組について
啓発していく必要がある。

学校教育課

15
私立保育所・幼
稚園への理解促
進

男女共同参画の視点から
個性と能力を発揮できる保
育や教育を進めるよう、私
立保育所・幼稚園に働きか
けます。

所園長会での情報提供
研修会案内回数

保育所所園長会議　6回
幼稚園園長会議　新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため中止（文書で
事務連絡を実施した）

保育指導計画は保育所保育指針の
中で示されており、各保育所では保
育課程の中で性別によらない保育の
実施に努めます。

保育所園長会議　8回
幼稚園園長会議　0回

保育指導計画は保育所保育指針の
中で示されており、各保育所では保
育課程の中で性別によらない保育の
実施に努めます。

保育児童課

施策1

13

男女共同参画社
会を実現する保
育や男女共同参
画教育の実施

就学前、小学校、中学校に
おける発達段階に応じ男女
共同参画の視点に基づい
た保育、教育を推進しま
す。特に義務教育課程にお
いては、教育基本法の精神
に則り、児童生徒の発達段
階に応じ、個人の尊厳、男
女平等に関する教育の充
実に向けて、各教科・領域
等の教育活動を推進しま
す。

保育指針や学校指導要領
に基づき、社会的性別（ジェ
ンダー）にとらわれない保
育、教育を推進していきま
す。
学校指導要領の理念であ
る『豊かな心、健やかな体
の育成』のために、各学校
において、道徳教育の充実
や体験学習の重視、体育・
健康に関する指導の充実
等をはじめ、教育活動の中
で男女平等に関する教育を
位置づけた教育指導全体
計画を策定します。

施策の方向2

1
3



実施内容 課題 実施内容 課題
番号 事業名 事業内容

事業実施にあたっての
方針と指標

担当課
(参考）令和3年度実績 令和4年度実績

小・中学校、市内高校、大学へ向け
て市民フォーラムの参加呼びかけを
行いました。学校からの出前講座要
請はありませんでした。

市内高校、大学に向けた情報提供、
啓発等に努めます。

小・中学校、市内高校、大学へ向け
て市民フォーラムの参加呼びかけを
行いました。学校からの出前講座要
請はありませんでした。

市内高校、大学に向けた情報提供、
啓発等に努めます。

人権政策課

性暴力被害者のためのワンストップ
センターの周知や性暴力根絶に向け
た教職員への啓発文書を配布し、性
暴力等と対応への認識を深めるよう
にしました。

性暴力への認識を児童生徒自身に
も高める指導が必要です。

男女共同参画教育を推進するため
の組織の位置づけや、男女ともに活
動する場合の配慮について、認識を
深めるようにしました。

児童生徒の個性を尊重した丁寧な
対応を行うための周知が必要です。

学校教育課

17 性教育の推進

児童・生徒の発達段階に応
じ、生命の大切さや性につ
いての正しい理解を深め、
男女が互いを尊重する教育
を推進します。

教育指導全体計画の中で、
各教科・領域等の関連を図
りながら、意図的計画的系
統的な発達段階に応じた指
導を通じて、生命の大切さ
や性についての正しい理解
を深め、男女が互いを尊重
する教育を推進します。

小学校では、発達段階に合わせて、
体と心の発育・発達や両者の密接な
関係について指導しています。中学
校では思春期における各器官の機
能の成熟や、それと心の健康の関係
について指導しています。また、体や
心の発育・発達には個人差があるこ
とについても理解させるようにしてい
ます。

カリキュラムのなかに位置付けられ
ているとはいえ、学習の機会が単発
になる傾向があります。児童生徒の
実態に合わせて、継続的な指導が必
要です。

小学校では、保健の学習で発達段
階に応じた性についての指導を行っ
ています。中学校でも、保健体育の
学習で性についての指導を行うとと
もに、外部講師を招聘して、専門家
による指導も行うようにしています。

年間を通した計画的な指導を行うと
ともに、児童生徒の実態に応じた指
導内容や方法の検討を行っていくこ
とが必要です。

学校教育課

16
学校への理解促
進

男女平等教育の視点から
個性と能力を発揮できる教
育を進めるよう、校長会、市
内の高校、大学に向けて男
女共同参画の情報を提供
し、理解の促進を図ります。

校長会への依頼回数
出前講座開催回数
情報提供の回数
ガイドラインの周知

1
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実施内容 課題 実施内容 課題
番号 事業名 事業内容

事業実施にあたっての
方針と指標

担当課
(参考）令和3年度実績 令和4年度実績

教職員等の男女共同参画に関する研修の充実

18
男女平等教育に
関する教職員の
研修

教育に携わる教職員が、正
しい男女平等教育を実践で
きるように研修を実施しま
す。

教育委員会主催研修会に
おいて、男女平等教育の趣
旨を踏まえた研修内容の策
定を行います。

標準服を導入した意義が浸透するこ
とで、教職員の男女平等への意識が
高まっています。さらに、性暴力根絶
に向けた教職員への啓発文書を配
布し、性暴力等と対応への認識を深
めるようにしました。

標準服の実施に伴う成果や課題を
共有するとともに、啓発文書に基づく
校内研修を定期的に行っていく必要
があります。

標準服の多様な着用の組み合わせ
を生徒が選択できる指導を通して、
教職員の男女平等に対する意識は
高まっている。また、性暴力撲滅に
向けた研修会を学校で行うことを通
して、その対応への認識を高めるよ
うにしました。

個の多様性を認める学習の機会は
増えているが、男女共同参画社会の
確立まで発展できていない場合も多
い。身近な事例を通して男女共同参
画社会の確立まで考えさせる授業事
例の提供を行う必要がある。

学校教育課

19

男女共同参画に
関する保育所・
幼稚園職員の研
修

私立保育所・幼稚園職員の
研修を実施し、社会的性別
（ジェンダー）にとらわれな
い幼児教育を実践できるよ
うに働きかけます。

研修会実施
新型コロナウィルス感染拡大防止の
ため実施していません。

新型コロナウィルス感染の状況をみ
ながら開催を検討していきます。

新型コロナウィルス感染拡大防止の
ため未実施。

Ｗｅｂでの開催を含め検討します。 保育児童課

施策2

1
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実施内容 課題 実施内容 課題
番号 事業名 事業内容

事業実施にあたっての
方針と指標

担当課
(参考）令和3年度実績 令和4年度実績

家庭・社会教育の場における男女共同参画の推進

人権政策課
（ルミナス）

男女共同参画の意義を理解する講
座を、計画的に実施していきます。

施策3

男女共同参画の意義を理解する講
座を、計画的に実施していきます。

男女共同参画推進センタールミナス
主催講座として、男女共同参画セミ
ナー3回・講演会1回・上映会2回を開
催しました。

①「ママドラフト会議からみえてきた
女性活躍が拓く『わたしの未来』」
開催日：令和4年6月25日（土）
講師：田中 彩さん（WorkStep株式会社代
表取締役/NPO法人ﾏﾏﾜｰｸ研究所理事長）

参加者数：27人

②「女性相談員から学ぶＤＶ防止」
開催日：令和4年11月19日（土）
講師：岡 多恵子さん（特定非営利活動法
人 アジア女性センター理事）

参加者数：22人

③「父親であることを楽しもう 」
開催日：令和5年1月21日（土）
講師：馬場義之さん（NPO法人ファザーリ
ング・ジャパン九州理事）

参加者数：23人
④落語「笑顔で語ろう男女共同参
画」
開催日：令和5年3月5日（日）
講師：粗忽屋勘心さん（落語家・内浜
落語会会長・ひなたの会主宰）
参加者数：40人

⑤上映会「ドライブ・マイ・カー」
開催日：令和4年9月10日
参加者数：36人

⑥上映会「ドライブ・マイ・カー」
開催日：令和5年3月11日
参加者数：47人

20
男女共同参画に
関する講座等の

実施

男女が共に生きやすい社
会の創造に向けて、子育て
支援や、女性の就労支援
及び男女平等意識の高揚
を目指す各種講座等学習
機会を充実します。

テーマに、子育て・家事・介
護・社会的性別（ジェン
ダー）等を取上げ、身近な
問題をテーマに男女共同参
画に関する事業を開催しま

す。
男女共同参画セミナー
各テーマに沿った講座開催

回数と受講者数

男女共同参画推進センタールミナス
主催講座として、男女共同参画セミ
ナー3回と講演会1回を開催しまし
た。

①子育てと働く環境
開催日：令和3年6月26日（土）
講師：河津　由紀子
(西日本新聞社 報道センター生活特
報部記者)　参加者23人

②障がいを持つ女性が抱える課題を
理解する
開催日：令和3年11月13日（土）
講師：石本宗子（社会福祉士)
参加者数：32人

③LGBTの存在をもっと身近に
開催日：令和4年1月22日（土）
講師：荒牧明楽(NPO法人カラフル
チェンジラボ）　参加者数：25人

④みんなで『ジェンダー』を考える 
開催日：令和4年3月6日（日）
講師：本多　玲子(NPO法人博多ｳｨﾒ
ﾝｽﾞｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ)　参加者数：21人

1
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実施内容 課題 実施内容 課題
番号 事業名 事業内容

事業実施にあたっての
方針と指標

担当課
(参考）令和3年度実績 令和4年度実績

保護者に保育だより等を通して、人
権の取り組みを伝えていっていま
す。男女共同参画の視点での内容を
掲載しています。

新型コロナ感染症の感染拡大防止
のため、個人懇談やクラス懇談の開
催がなかなか出来ない状況だったの
で、保護者との関係づくりがなかな
かできず、伝え方などの難しさがあっ
た。

保育たよりやクラスたより等で人権
や
男女共同参画に関した内容を記載し
て
いっています。

保護者へおたより等の発信をした
り、今年度はグループ懇談を開催し
たりしながら伝えていく努力をしてい
きます。

ごじょう保育所

全12学級が年間計画を立てる時に
「ジェンダー・性に関すること・人権問
題」等の講師を紹介し意識づけをし
ました。また、全学級合同の人権講
座において、シンガーソングライター
の高橋亜美さんを講師に招き、在日
韓国人やＡＤＨＤ（注意欠陥多動障
害）であるがゆえのイジメられた経験
などを歌と語りで伝えていただきまし
た。
開催日：12月23日（木）
場所：プラムカルコア太宰府
講演：「生まれてきてくれてありがと
う」
講師：シンガーソングライター高橋亜
美

多くの参加者を募るために学級生の
みでなく、市内すべての方々に声か
けをしていきます。

全12学級が年間計画を立てる時に
「ジェンダー・性に関すること・人権問
題」等の講師を紹介し意識づけをし
ました。また、全学級合同の人権学
習会において、ハンディキャップを持
つ子どもと家族が一緒になって音や
リズムを楽しむ「音楽ランド」の演奏
や、主宰の國友美枝子さんに自身の
体験やバンド結成の経緯を講演いた
だきました。
開催日：12月9日（金）
講演：「音楽と笑顔が広げるバリアフ
リー～みんなが主役　輝ける場の創
生～」
講師：音楽ランド主宰　國友美枝子

多くの参加者を募るために学級生以
外の方にも声かけをしていきます。

社会教育課

22

行政出前講座や
講師派遣による
学習機会の提供
と支援

市民や各団体等が実施す
る学習会に出前講座や講
師派遣により取組を支援し
ます。

出前講座のメニュー
講座要請回数

講師派遣回数

出前講座の依頼はありませんでし
た。

引き続き出前講座活用のＰＲを図っ
ていきます。

出前講座の依頼はありませんでし
た。

引き続き出前講座活用のＰＲを図っ
ていきます。

人権政策課

保護者への家庭
教育支援

保育所での家庭教育に関
する相談に対し、社会的性
別（ジェンダー）にとらわれ
ない視点から助言します。
市PTA連合会や家庭教育
学級をとおして、家庭教育
に関する学習機会を提供し
ていきます。

個人懇談会やクラス懇談会
で保護者に助言していきま
す。

個人懇談の回数、クラス懇
談会の回数

家庭教育学級における学
習機会の提供回数

男女共同参画に関する講
師情報の提供回数

21

1
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実施内容 課題 実施内容 課題
番号 事業名 事業内容

事業実施にあたっての
方針と指標

担当課
(参考）令和3年度実績 令和4年度実績

新型コロナウイルスの影響で活動を
行っていない団体もありましたが、ル
ミナス登録団体にはルミナスセミ
ナーの参加を呼びかけました。

引き続き各団体に助言・指導を行っ
ていきます。

新型コロナウイルスの影響で活動を
行っていない団体もありましたが、ル
ミナス登録団体にはルミナスセミ
ナーの参加を呼びかけました。

引き続き各団体に助言・指導を行っ
ていきます。

人権政策課

2校区の自治協議会役員会におい
て、人権政策課からの人権問題に関
する10分プレゼンテーションを実施し
ました。

人権問題に関する10分プレゼンテー
ションを実施しましたが、これをどう
役員・地域住民に対して広げ、次の
ステップにつなげていくのか、人権政
策課と協議のうえ検討していく必要
があります。

2校区の自治協議会役員会におい
て、人権政策課からの人権問題に関
する10分プレゼンテーションを実施し
ました。

人権問題に関する10分プレゼンテー
ションを実施しましたが、これをどう
役員・地域住民に対して広げ、次の
ステップにつなげていくのか、人権政
策課と協議のうえ検討していく必要
があります。

地域コミュニティ
課

社会教育団体の定例会、運営委員
会、研修会等において「ジェンダー」
及び「男女共同参画」の視点で活動
を推進していくように依頼しました。
また、性別にとらわれた表現や発言
については、是正を指導してもらうよ
うに依頼しました。

今後とも男女共同参画の視点を持っ
て活動していただくように依頼をして
いきます。

社会教育団体の定例会、運営委員
会、研修会等において「ジェンダー」
及び「男女共同参画」の視点で活動
を推進していくように依頼しました。
また、性別にとらわれた表現や発言
については、是正を指導してもらうよ
うに依頼しました。

今後とも男女共同参画の視点を持っ
て活動していただくように依頼をして
いきます。

社会教育課

昨年同様、新型コロナウイルスの影
響で、市内外の研修会が中止や書
面開催となり、必要に応じた助言、指
導が行えませんでした。

新型コロナの関係で、書面での協議
会の開催や事業が中止になるなか
で、できるだけ、多くの関係団体に対
しての啓発及び助言・指導方法を考
える必要があります。

昨年同様、新型コロナウイルスの影
響で、事業の中止や書面開催、縮小
開催となり、必要に応じた助言、指導
を行えませんでした。

年に数回、代表者を集めた団体との
会議の際に、啓発活動が実施できる
よう、内容を検討する必要がありま
す。

スポーツ課

消防団へ研修会の案内を行いまし
た。

今後も情報の提供に努めます。
コロナ等でタイミング等が合わず、周
知啓発ができませんでした。

団員の人権に関する学習機会が増
えるよう、周知啓発を行っていきます

防災安全課

関係課

23
各団体・ボラン
ティア等への啓
発の実施

各団体やボランティア等の
活動において、必要に応じ
て男女共同参画の視点か
ら助言、指導を行います。

社会教育関係団体
補助団体

定期利用団体
ルミナス登録団体
啓発推進会
市民団体　等

1
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実施内容 課題 実施内容 課題
番号 事業名 事業内容

事業実施にあたっての
方針と指標

担当課
(参考）令和3年度実績 令和4年度実績

指定管理をしているルミナスにおい
て、男女共同参画の視点から助言を
行う必要がある事案等はありません
でした。

男女共同参画の視点から助言を行う
必要がある際には、適宜適切な助言
を行っていきます。

指定管理をしているルミナスにおい
て、男女共同参画の視点から助言を
行う必要がある事案等はありません
でした。

男女共同参画の視点から助言を行う
必要がある際には、適宜適切な助言
を行っていきます。

人権政策課

昨年同様、新型コロナウイルスの影
響で、市内外の研修会が中止や書
面開催となり、必要に応じた助言、指
導が行えませんでした。

新型コロナの関係で、書面での協議
会の開催や事業が中止になるなか
で、できるだけ、多くの関係団体に対
しての啓発及び助言・指導方法を考
える必要があります。

必要に応じた助言、指導が行えませ
んでした。

市内外の研修会等について、積極的
に情報提供を行う必要があり、既成
物であっても、表現の視点で確認を
継続する必要があります。

スポーツ課

指定管理をしている市内学童保育所
において、男女共同参画の視点から
助言を行う必要がある事案等はあり
ませんでした。

男女共同参画の視点から助言を行う
必要がある際には、適宜適切な助言
を行っていきます。

指定管理をしている市内学童保育所
において、男女共同参画の視点から
助言を行う必要がある事案等はあり
ませんでした。

男女共同参画の視点から助言を行う
必要がある際には、適宜適切な助言
を行っていきます。

保育児童課

文化ふれあい館、大宰府展示館は
毎月定例会議を行っていました。こ
のほか九州歴史資料館を交えて会
議を行っており、緊急事態宣言で１
回中止となったものの、２回実施しま
した。

今後も、情報の共有化を推進してい
きます。

文化ふれあい館、大宰府展示館は
毎月定例会議を行っていました。こ
のほか九州歴史資料館を交えて会
議を行っています。

今後も、情報の共有化を推進してい
きます。

文化財課

指定管理者に市内外の研修会案内
を行いました。

引き続き市内外の研修会等につい
て、積極的に情報提供を行う必要が
あります。

指定管理者に市内外の研修会案内
を行いました。

引き続き市内外の研修会等につい
て、積極的に情報提供を行う必要が
あります。

文化学習課

24
外郭団体等への
啓発の実施

公共施設を指定管理又は
委託している公益財団、企
業等に対し、必要に応じて
男女共同参画の視点から
助言を行います。

各公共施設委託先

1
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実施内容 課題 実施内容 課題
番号 事業名 事業内容

事業実施にあたっての
方針と指標

担当課
(参考）令和3年度実績 令和4年度実績

男性・若者世代にとっての男女共同参画の推進

男性へのアプローチ

男女共同参画推進センタールミナス
主催講座として、仕事と家庭の両立
支援に関する講座を開催しました。
開催数：3回

①男性の家事参画応援 
イキな男の魚のさばき方
開催日：令和3年10月2日（土）
参加者数：6人

②男性歓迎! しあわせクッキング
～3種のスパイスカレー作り～
開催日：令和3年10月16日（日）
参加者数：20人

③男性の家事参画応援 
男の自慢料理
開催日：令和4年1月23日(日)
参加者数：4人

男性自身も性別による役割にとらわ
れず、多様なライフスタイルを選択で
きる生き方を提案できる講座を企画・
実施していきます。

男女共同参画推進センタールミナス
主催講座として、仕事と家庭の両立
支援に関する講座を開催しました。
開催数：3回

①「“おとう飯”始めよう」 キャンペーン参
加事業　男性の家事参画応援 「夏休
みにパパと作ろう！ふわとろオムライ
ス」
開催日：令和3年8月6日（土）
参加者数：8人

②男性歓迎！!「しあわせクッキング
～和食の定番を学ぼう 」
開催日：令和3年10月5日（土）
参加者数：19人

③「“おとう飯”始めよう」 キャンペーン参
加事業　男性の家事参画応援 「男の
自慢料理」
開催日：令和5年1月22日(日)
参加者数：2人

男性自身も性別による役割にとらわ
れず、多様なライフスタイルを選択で
きる生き方を提案できる講座を企画・
実施していきます。

人権政策課
（ルミナス）

◇父親が参加しやすいように事業日
を土日に設定しています。
「パパとあそぼう！」
・開催回数　2　回（予定4回。ｺﾛﾅの
影響により2回中止）
・参加者　　13組の父子

「親子であそぼう会」
・開催回数　　1回(予定4回コロナの
為3回中止）
・参加者　　24人（大人14 人、子ども
10人）

◇パパママクラス
日曜日開催、妊娠中から両親が一
緒に育児を行うことの重要性を伝え
ています。
・開催数　12回
・参加者　65組

◇マタニティクッキング
日曜日開催。男性にも妊娠期の食
事・栄養の知識を深め、併せて積極
的な家事参加を促すような内容に
なっています。新型コロナウイルス感
染症予防のため調理実習は中止。
・開催数　3回
・参加者　8名

・「パパとあそぼう」の中で父、母とも
に子育てをしていくという視点、お父
さんも育児に参加していくことの大切
さを話しています。父親の育休をとる
パパも増えてきてサロンに遊びに来
られている方もいます。しかしまだ育
児が母親中心となって子育てに悩み
を抱えていっぱいいっぱいになって
相談される方もいます。

チラシなどで男女共同を意識したイ
ラストを入れるようにしています。

・母子手帳交付時より男性の育児参
加について啓発していますが、未だ
「家事は女性がするもの」「夫は料理
ができないから産後も家事は妻がし
ないといけない」という声も聞きま
す。男性の育児休暇取得は徐々に
浸透してきている印象ですが実際に
は何をして良いのかわからない男性
が多く見受けられます。この課題に
向け、引き続き事業を通し男性の家
事育児参加の重要性について普及、
啓発を実施していきます。

◇父親が参加しやすいように事業日
を土日に設定しています。
「パパとあそぼう！」
・開催回数　４　回
・参加者　27　組の父子

「親子であそぼう会」
・開催回数　４回
・参加者　158　人（大人 92人、子ど
も 66人）

◇パパママクラス
日曜日開催、妊娠中から両親が一
緒に育児を行うことの重要性を伝え
ています。
・開催数　12回
・参加者　65組

◇マタニティクッキング
日曜日開催。男性にも妊娠期の食
事・栄養の知識を深め、併せて積極
的な家事参加を促すような内容に
なっています。
・開催数　5回
・参加者　19名

・「パパとあそぼう」の中で父、母とも
に子育てをしていくという視点、お父
さんも育児に参加していくことの大切
さを話しています。父親の育休をとる
パパも増えてきてサロンに遊びに来
られている方もいます。しかしまだ育
児が母親中心となって子育てに悩み
を抱えていっぱいいっぱいになって
相談される方もいます。

チラシなどで男女共同を意識したイ
ラストを入れるようにしています。

・母子手帳交付時より男性の育児参
加について啓発していますが、未だ
「家事は女性がするもの」「夫は料理
ができないから産後も家事は妻がし
ないといけない」という声も聞きま
す。男性の育児休暇取得は徐々に
浸透してきている印象ですが実際に
は何をして良いのかわからない男性
が多く見受けられます。この課題に
向け、引き続き事業を通し男性の家
事育児参加の重要性について普及、
啓発を実施していきます。

子育て支援課

施策の方向3

施策1

25
男性の家事、育
児、介護に関す
る事業の実施

男性が主体的に家事、育
児、介護に関わることの大
切さや意義を啓発し、事業
を実施します。

男性の家事自立支援講座
父親の子育て応援事業全
般（両親教室、パパとあそ
ぼう！、親子であそぼう会
等）
男性の介護支援講座
料理教室　等
の開催回数と受講者数

2
0



実施内容 課題 実施内容 課題
番号 事業名 事業内容

事業実施にあたっての
方針と指標

担当課
(参考）令和3年度実績 令和4年度実績

◇男性のための料理教室
生活習慣病につながるメタボリックシ
ンドロームの予防・改善を図ります。
令和3年度はコロナのため講話のみ
を実施しました。家庭で簡単にできる
野菜レシピを配布し、健康食への意
識を高め、家庭での実践へとつなげ
ていきます。
・開催数　3回
・参加者　延8人

健康づくりのための料理教室を今後
も開催し、対象者や内容を検討して
いきます。

◇男性のための料理教室
生活習慣病につながるメタボリックシ
ンドロームの予防・改善を図ります。
令和4年度はコロナのため講話のみ
を実施しました。カロリーダウンの為
の調理法などを紹介し、健康食への
意識を高め、家庭での実践へとつな
げていきます。
・開催数　3回
・参加者　延14人

健康づくりのための料理教室を今後
も開催し、対象者や内容を検討して
いきます。

元気づくり課

26
男性の働き方や
生き方に関する
意識改革

男性中心型労働慣行を見
直し、多様なライフスタイル
を認め合う意識改革を促し
ます。

広報紙や啓発冊子、ホーム
ページ等による啓発回数

男女共同参画推進センタールミナス
講演会で「みんなでジェンダーを考え
る」と題した主催講座を実施しまし
た。

今後も講座等を通して意識改革に努
めます。

男女共同参画推進センタールミナス
主催講座として、男女共同参画セミ
ナー１回を開催しました。

「父親であることを楽しもう 」
開催日：令和5年1月21日（土）
講師：馬場義之さん（NPO法人ファ
ザーリング・ジャパン九州理事）
参加者数：23人

今後も講座等を通して意識改革に努
めます。

人権政策課
（ルミナス）

2
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実施内容 課題 実施内容 課題
番号 事業名 事業内容

事業実施にあたっての
方針と指標

担当課
(参考）令和3年度実績 令和4年度実績

若者世代へのアプローチ

DV相談周知カード・シールの備え付
けを市内大学に依頼しました。

依頼回数．1回

若者世代への働きかけについては、
関係機関と協議・連携を図りながら、
意識啓発の方法を検討していきま
す。

DV相談周知カード・シールの備え付
けを市内大学に依頼しました。

依頼回数．1回

若者世代への働きかけについては、
関係機関と協議・連携を図りながら、
意識啓発の方法を検討していきま
す。

人権政策課

市内大学等への理解促進のための
取り組みはできませんでした。

大学生への啓発物の配布や大学と
連携したイベントの企画等があれ
ば、5大学の実務担当者が集まる太
宰府キャンパスネットワーク会議運
営会議にて、各大学に説明・提案す
る場を設けたいと考えます。

令和5年3月に行われた人権政策課
主催の「無意識の思い込みに気づこ
う！」のイベントを太宰府キャンパス
ネットワーク会議で周知する際に、無
意識の思い込みについての説明を
行った。

今後も太宰府キャンパスネットワーク
会議を通じて、男女共同参画に関す
るイベント等の周知を行う際に理解
促進に努めます。

国際・交流課

市内大学等への理解促進
を図った回数

施策2

27
若者世代の男女
共同参画に関す
る理解促進

将来を担う若者世代が男女
共同参画の意義を理解し、
ライフプランを考えられるよ
うな理解の促進を図りま
す。

◆男女共同参画セミナー
（事業番号20男女共同参画に関する講座等の実施）

◆男女共同参画市民フォーラム講演会
（事業番号２ 男女共同参画市民フォーラムの実施）

◆[おとう飯始めよう」キャンペーン参加事業
夏休みにパパと作ろう！ふわとろオムライス
（事業番号25 男性の家事、育児、介護に関する事業の実施）
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